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１．リプレース対象工事の抽出方法

◆重要な廃炉設備（工事にあたり実施計画申請を伴う設備）を対象
⇒当面の廃炉作業（10年程度）に必要な保守を検討

有意な
経年劣化あり

機能要求
・維持が必要

リプレース
による保守が
有効的

リプレース
（設備改造・取替）

Yes

Yes

Yes

No
◯機能要求期間保全（リプレースなし）による維持
・使用済燃料プールからの燃料取り出し設備
（取り出し完了後機能要求なし）
・未使用、休止設備

◯機能要求期間保全（リプレースなし）による維持
・原子炉建屋

No

No ◯機能要求期間保全（リプレースなし）による維持
・雑固体廃棄物焼却設備
＊運用期間が短い設備

・高台炉注設備取替
・窒素ガス分離装置（C）取替 ・新水処理設備 （検討中）



2．リプレース対象工事抽出件名
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原子炉圧力容器・格納容器注水設備

工事 実施内容・理由 実施時期
（年度）

高台炉注水設備取替 高台炉注水設備について，震災以降約１０年ほど経過してお
り，現在の原子炉の冷却に必要な注水量に対しの供給流量が
大きいこと，また設備について，経年劣化が確認されていること
から取替を行い，設備の最適化を図る

2025～2027

工事 実施内容・理由 実施時期
（年度）

窒素ガス分離装置（C）取替 窒素ガス分離装置（Ｃ）については、震災直後に設置した設
備で、一般汎用品で経年劣化が目立ってきていることから新規
設置を計画する。また、電源喪失時に機能を維持するために非
常用発電機をあわせて設置する

2024

原子炉格納容器内窒素封入設備


